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学校法人渡辺学園中期計画（２０２５－２０３０）

4つの柱 達成目標 行動計画

学生に魅力のある教育の
提供と発信

教育力と教育満足度の向上

人材養成目標（人をつなぐ専門力を育てる）→  学部等再編、大学院充実、全学共通教育充実
（社会人基礎力強化、140記念館の活用DX・博物館等）、カリキュラム改革、AIの活用、資格試
験合格率向上、中退対策強化、リメディアル教育充実、FD充実、附属校連携の推進、入試改革、

募集力強化（広告等間接募集から高校訪問等直接募集へ）、ブランディング、国際化の推進、
大学間連携推進、高大連携推進

社会にインパクトのある研究の推進 研究成果発表発信拡大、外部資金増加 研究支援体制再編、外部資金獲得体制・支援強化

学生支援・キャリア支援の充実 学生満足度向上・就職実績向上
学生相談体制充実、多様な学生の支援、中退対策強化、奨学金制度改善、キャリア支援体制
充実

社会連携・生涯学習機会の充実 産学・地域連携強化、生涯学習機会拡充、
社会人のキャリアアップ

産学連携推進、地域連携推進、リカレント教育・リスキリング機会提供、
公開講座充実、大学院における活発な社会人受入

建学の精神：自主自律 生活信条：愛情・勤勉・聡明

ミッション：「最良の教育」を「最強の経営」で支える

最
良
の
教
育

２つの柱 達成目標 行動計画

財政の健全化 設置校ごとの収支均衡
事業活動収支比率3％以上

目標学生等数確保、構造改革推進・経費削減、外部資金獲得体制・支援強化による外部
資金増加、140周年記念館他教育研究環境充実

組織の効率化 組織のスリム化、運営の効率化
人件費比率50％以下

組織再編、業務改善（DX等）、教職員数・専任非常勤比適正化、外部委託・派遣切替、有
能人材獲得、給与等労働条件見直し、三様監査の充実、ガバナンス改革、SD充実

最
強
の
経
営

東
京
家
政
大
学

2つの柱 達成目標 行動計画

生徒に魅力のある教育の提供と発信 教育力と教育満足度の向上 人材養成目標（KASEIからSEKAIへ）→  グローバルな視野の育成、コース制の充実・学力
向上、英語力向上、募集力強化、教育相談の充実、研修の充実、大学等連携強化

生徒活動実績の向上 大学進学実績 海外大学・国公立難関私立大学・東京家政大学進学実績の向上

中
高

柱 達成目標 行動計画

親子に魅力のある保育の提供と発信
（幼稚園、ﾅｰｽﾘｰ、わかくさ、森のおうち、つくし、森のｻﾛﾝ）

教育・保育力と教育・保育満足度の向
上

人材養成目標→教育・保育力強化、大学等連携

子ども
関連
施設

と を継承し未来へ飛躍するため

東
京
家
政
大
学
短
期
大
学
部

創立１５０周年を見据え
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